










である ALC NetAcademy NEXT 中級コースの内容の紹介，そして，実践内容の記述を行う。その
後，実践後に行った授業改善アンケートの結果と ALC NetAcademy NEXT 中級コースの教材とし
ての評価アンケートの結果，そして，受講生の学習ログから得られた授業時間外での学習時間の
報告から，本実践の効果を考察し，今後の改善点を述べる。
２．ALC NetAcademy NEXT 総合英語トレーニング　中級コース
　広島大学では平成 28 年度 10 月に ALC NetAcademy NEXT 総合英語トレーニング 中級コース
（以下，中級コースと略す）を導入した。このコースはリスニング，スピーキング，リーディング，
ライティングの四技能の養成を図ると共に，語彙力と文法力の強化を目的としている。対象とす
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スニングでは，表 2 の 6 つの STEP を順に行い，繰り返しインプットを受ける。
表２　リスニング学習ユニットの内容
　スピーキングの学習ユニットでは，リスニング学習ユニットで学んだ英文を実際に口に出す練
習を行う。スピーキングの学習ユニットは表 3 の 3 つの STEP で進む。








1 練習問題 英文を聞いて，3 つの設問に答える

















STEP 4 ではスラッシュ・リーディングを行い，STEP 5 では書き写しを行うことである。また，





ション IA」は 1 年次前期に開講される必修科目であり，スピーキング力の養成を中心とするも
のである。クラス編成は学部群に分けて行われ，入学時に学生から自己申告された大学入試セン
ター試験の結果に基づいて，習熟度別に分けられている。表 5 は 5 月に実践対象となった学生が






























記している）は表 6 のように示し，第 1 回授業で配布した。この授業では，教科書は用いず，中
級コースのみを教材とした。
回 ALC L&S ALC 文法 授業内活動 備考
1 オリエンテーション ALC 実力テストの受講
2 U001 U001 発音学習
（リズム，イントネーション，/r/ と /l/）
3 U002 U002 発音学習（省略形，音が変わる，/f/ と /h/）
4 U003 U003 発音学習
（音がつながる，音が消える，/b/ と /v/）
5 U004 U004 & U005 発音学習（/θ/ と /s/，/ð/ と /z/）
6 Review 1 Show & Tell ビデオ撮影
7 U005 U006 発音学習（/s/ と /ʃ/，/n/ と /ŋ/）
8 U006 U007 Sing a song グループ練習
9 U007 U008 Sing a song グループ練習
10 U008 U009 Sing a song グループ練習
11 Review 2 Sing a song 発表
12 U009 U010 Group Presentation 準備
13 U010 U011 Group Presentation 準備
14 U011 U012 Group Presentation 準備
15 U012 U013 Group Presentation 準備
16 Review 3 Group Presentation 発表
最小値 最大値 平均値 標準偏差
法学部（n=28） 225 810 548.04 119.38
教育学部（n=22） 310 635 456.82 72.47











　小テストが終わった後は，授業内活動を行った。第 2 回から第 5 回及び第 7 回の授業は発音学
習であった。これらの発音学習は中級コースと連動させて行った。第 2 回を例にとって説明をす
る。中級コースのスピーキングでは，図 1 に示したようにリズムやイントネーションをモデルと
視覚的に比較することが可能である。まず，2 回目の授業に来る前に U001 の学習を済ませ，特
にリズムやイントネーションを意識して例文を録音するように指示をした。第 2 回の授業では，
甲南大学のサイトで公開されている「英語発音入門 －English Pronunciation Practice for Japanese 
Learners－」3）を用いて，リズムとイントネーションについて別の視点から確認し，さらに，/r/







　　　　This machine [invent] by a Japanese scientist.
（2）総会は来年パリで開かれます。
　　　　The general meeting [hold] in Paris next year.
（3）その地方は昨日，大きな地震に襲われました。
　　　　The district [hit] a big earthquake.
（4）その古いテーブルはほこりで覆われていました。
　　　　The old table [cover] dust.
（5）私たちは彼の奇抜なアイディアに驚かされました。
　　　　We [surprised] his novel idea.
Ⅱ．音声を聞いて，（　　）内に適切な語を書き入れなさい。
W: How was your first week at the university?
M: It was great! My classes are really ①　　　　　　　　.
W: Tell about your ②　　　　　　　　.




　第 3 回以降の最終 16 回目まで，同様に，それまでの授業で学習した発音の要点を意識して，
各ユニットの例文を繰り返し練習し，録音してくることを課題とし，その成果を授業内でグルグ
ルメソッドを用いて確認した。また，途中にある Review 1～3 では，それまでのユニットで学ん
だ例文からランダムに 5 文を出題し，グルグルメソッドを用いて確認をした。










　第 12 回から第 15 回はグループで「広島大学をより良くするには」というトピックについて，
グループ発表の準備を行い，第 16 回にクラスの前で発表を行った。発表はビデオ撮影され，教
員とクラスメイトはそのビデオを次の週までに見て，評価及びフィードバックを行った。また，







ケート項目は大学共通の項目として，選択式で回答するものが 12 項目，自由記述が 2 項目設定
されている。さらに，外国語科目用として追加した 4 項目がある。これらの項目の中から，本実














均でどの程度の時間を使いましたか。」は，図 2 に示すように，1 時間までが過半数を占め，次
いで 2 時間までが 36％を占めた。中級コースは，1 ユニットあたり 30 分～40 分程度を学習時間
の目安としているため，リスニング＆スピーキングからそれぞれ 1 ユニット，文法コースから 1


























4.2. ALC NetAcademy NEXT 中級コースについてのアンケート及び学習ログの結果
　授業改善アンケートとは別に，教材としての評価を知ることを目的として，リスニング＆スピー





















































もリスニングでは 3 分の 2 以上，また文法でも半数以上の受講生がアクセスしている。一方で，
スピーキングについては，U002 から急激な減少が始まり，U003 までにから U008 まで回復と減

















では U001 において 25 分を超えた平均学習時間から始まり，U012 まで 20 分以上の平均学習時
間を示している。また，文法コースでは U001 が 15 分程度の平均時間学習から始まり，U012 ま
でおよそ平均としては 15 分弱を維持している。リスニングも文法コースも，学習時間の標準偏
差が 10 分以上あるユニットが多く，学習者により学習時間のばらつきが大きいのが特徴である。























































4.3. ALC NetAcademy NEXT 中級コースについての自由記述アンケートの結果
　自由記述アンケートでは，教材及び学習システムなどについて，良かった点及び改善すべき点
について記述を求めた。まず，良かった点について表 7 にまとめた。
























































　改善すべき点として最も多かったのは，マイクの不調である。マイクの設定には Adobe Flash 
Player を用いているため，使用しているブラウザーの設定などにより，使うことができなかった





























音読ができているかを ALC NetAcademy NEXT 上の録音を担当者が聞くことで評価し，さらに，
授業内でもグルグルメソッドを用いて評価をすることで，受講生をより授業外の学習に向けさせ





1）ALC NetAcademy NEXT の詳細については，『完全攻略！ ALC NetAcademy NEXT』もしくは
以下のサイトを参照のこと。
　https://www.alc-education.co.jp/nanext/






6）図 7 についても注 2 と同様に，文法コースについては U012 までの結果を示す。
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Utilizing an Online English Learning Course in English Speaking Class
Mitsuhiro MORITA
Institute for Foreign Language Research and Education
Hiroshima University
　　 This paper reports a classroom practice in which an online English learning course, the ALC 
NetAcademy NEXT intermediate course, was used for blended learning with regular English speaking 
classes.  Students were required to study one unit from listening, speaking, and grammar sub-courses 
before coming to the class.  In the class, the students’ learning was checked using a variety of activities, 
including quizzes.  For grammar, a grammar quiz was administered.  For listening, students took a dictation 
with blanks to fill in.  For speaking, an instructor individually checked students’ pronunciation of English 
sentences by using the “Grugru method.”  This blended learning lasted for 15 weeks.  The speaking classes 
and online English learning course were evaluated by students’ responses to a questionnaire and an online 
learning log.  The results showed that the students considered the combined speaking classes and online 
learning course to be a useful and effective way of improving their English skills.  The learning log 
indicated that the listening sub-course was the one most accessed and learned by the students.  The students 
accessed every unit of the grammar sub-course, but the time they spent on it gradually decreased towards 
the end of the semester.  The speaking sub-course was not accessed or learned by the students as much as 
expected.  The final section of the paper discusses some issues impeding students’ online learning and 
suggests some improvements for future practice.
